
生物多様性をめぐる最新動向と
魅力的な地域づくりのための地域戦略

生物多様性国家戦略2023-2030に至る動向と背景

国家戦略における新しい方向性

地域の生物多様性を考えるうえでのポイント
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気候変動と生物多様性に関する最近の動向
2020年に予定されていた生物多様性条約COPを契機に、急速に議論が進んだ
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年 気候変動 生物多様性

2015

 パリ協定採択（UNFCC COP21)

 SBTi

2016

2017  TCFD提言

 Climate Action 100+ 

 IPCC 1.5℃特別報告書

2019  IPCC 土地関係特別報告書

2020  GBO5, （CBD COP15）

 世界経済フォーラム The Future Of Nature And Business

 IPBES Global Assessment

 Science Based Targets (SBTs) for Nature

2021  IPCC AR6 WG1  日本の生物多様性総合評価（JBO3）

 The Dasgupta Review

 Post 2020 Biodiversity Framework (first draft)

 Nature Action 100+ 

2022  IPCC AR6 WG2, WG3  TNFDフレームワーク・ベータ版0.1

 CBD COP15, GBF

2023  生物多様性国家戦略 2023-2030

生物多様性と気候変動　IPBES-IPCC合同ワークショップ報告書

The Climate Nature Nexus: Implications for the Financial Sector

SDGs採択

IUCN　Global Standard for Nature Solution

UNEP　The State of Finance for Nature in the G20



世界の生物多様性と生態系のアセスメント
SPM (Summary for policymakers of the global assessment 
report on biodiversity and ecosystem services (2019年6月）
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IPBES（2019）生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報
告書政策決定者向け要約（環境省が2020年に和訳）
https://www.iges.or.jp/jp/pub/ipbes-global-assessmentspm-j/ja

IPBES（2019）による

生態系サービスの評価
エネルギー供給に関連した生態系利用、食料・飼
料の農地や植林地は増えた。一方、環境プロセス
や文化・非物資の恵みを損ねた。

NCP: Nature’s contributions to people
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 「４つの危機」は依然として日本の
生物多様性の損失に大きな影響を与
え、生態系サービスも劣化傾向にあ
る。

 損失速度は緩和の傾向が見られるが、
まだ回復の軌道には乗っていない。
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JBO3における生物多様性
と生態系サービスの評価
（2021）

環境省・生物多様性及び生態系サービスの総合評価に関する検討会（2021） 生物多様性及び生態系サービスの総合評価2021.



間接要因に介入して
社会変革
（transformation）
を起こす

→ NX?
(Nature Transformation)

https://www.iges.or.jp/jp/pub/ipbes-global-
assessmentspm-j/ja

IPBES（2019）生物多様性と生態系サー
ビスに関する地球規模評価報告書政策決定
者向け要約
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7https://stockholmuniversity.app.box.com/s/avnyhh4xzshxb19j82hn5mf3hxyuvqj0

Steffen,W. et al. (2015) Planetary boundaries: Guiding 
human development on a changing planet. Science 347, 
736. DOI: 10.1126/science.1259855

気候変化

生物圏の一体性

絶滅速度

生態系機能の消失
(未定量)

(未定量)

新しい化学物質

オゾン層の破壊

土地利用変化

淡水利用
エアロゾルの負荷

(未定量)

海洋酸性化

生物地球科学的循環

リン

窒素
臨界点に達していない(安全）
不安定な領域（リスクが増大）
臨界点を超えている（危険）

地球の臨界点
Planetary boundaries

地球のシステムとその限界値の関係

https://stockholmuniversity.app.box.com/s/avnyhh4xzshxb19j82hn5mf3hxyuvqj0


ESB (Earth System Boundary)
地球システム境界

Rockstrom et al. 2023 Safe and just Earth system boundaries. 
Nature, https://doi.org/10.1038/s41586-023-06083-8

気候

エアロゾル

リン

窒素

地下水

地表水

現状 安全 正義

自然生態系
生物多様性

ローカルで複合的
な生態系サービス

安全と正義が一致
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人間間、生物間の不平等も考慮した境界



持続可能な社会の土台は自然や生き物

海陸 水 気候

貧困 住 平和 エネルギー 健康 教育 ジェンダー 食

経済 産業 平等 責任
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Russi D. and ten Brink P. (2013). Natural Capital Accounting and Water Quality: Commitments, Benefits, 
Needs and Progress. A Briefing Note. The Economics of Ecosystems and Biodiversity (TEEB)

持続可能性には再生可能な自然資本が重要

地下資源

（鉱物・化石燃料・土塁元
素・砂利など）

非再生可能・枯渇性

非生物フロー

（太陽光・風・水・地熱など）

再生可能・非枯渇性

生態系資本

（資産としての生態系・生態
系サービスなど）

再生可能・枯渇性

自然資本
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生物多様性国家戦略2023-2030の背景

愛知ターゲットの未達

気候変動対策と生物多様性対策のシナジー

間接要因（社会経済的要因）の重要性

地球システムとしての議論

持続可能性に対する考え方、SDGｓ間の整合性

自然資本の考え方



GBFの概要

環境省資料 12

23の2030年ターゲット

(1)
 保護地域＋OECM (30 by 30)

 劣化した生態系の30％を回復
 侵略的外来種の導入・定着を

50％減
 農薬・化学物質のリスクを半減

(2)
 自然を活用した解決策（NbS）
 都市の生物多様性

(3)
 経済活動の影響を開示

（TNFD）
 補助金等の改革（5000憶＄）と

新たな資金動員（2000憶＄）
 ジェンダー平等



138 Nature Positive (n.a.). A Global Goal for Nature. Nature Positive by 2030. Retrieved 
from: https://www.naturepositive.org/

Nature Positive （「生物多様性の損失を止め、反転させる）



環境省審議会資料 14

生物多様性国家戦略2023-2030のポイント

NbS



環境省審議会資料



環境省資料

保安林

ゴルフ場
有機栽培農地
認証林
都市公園



境界が明確であることが必要

所有者の同意や管理権限が明確であ
ることが必要

定期的なモニタリングが必要

本来の目的が
生物多様性の保全
でなくとも…

環境省資料



環境省資料



自然共生サイト拡大のインセンティブ

環境省資料

日刊工業新聞 2023年6月9日 5面



環境省 第４回「30by30に係る経済的インセンティブ等検討会」資料

自然共生
サイト
拡大の
インセン
ティブ





都市緑地もOECMに



江戸の緑
登録緑地



自然共生サイトの考え方

30 by 30 実現のために、OECM

生物の保全を主目的としなくても、保全効果のある土地利用
を評価する

農林業地、都市緑地、ゴルフ場など様々な可能性

企業活動の情報開示と結びつけることでインセンティブを産
む可能性がある

これまでになかった業態と自然共生サイトの組み合わせ

24
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気候変動 災害 経済・社会 健康 食糧 水 環境

自然に根差した解決策



• 自然エネルギーや農林業の対策が有効

• 自然エネルギー、森林減少の抑制ならコスト
が低い

IPCC （2022）AR6 WG3

可能な気候変動対策の効果とコスト

緩和策としての効果の大きさ（GtCO2-eq/年）
そ

の
他

工
業

交
通

建
設

農
林

業
＋

土
地

エ
ネ

ル
ギ

ー

26

土地利用や農林業は
もっとも効果のある
気候変動対策



生物多様性と気候変動の関連性（シナジーは多いがコンフリクトもある）

気
候
変
動
対
策

生
物
多
様
性
対
策

生
物
多
様
性
対
策

気
候
変
動
対
策

IPBES-IPCC (2021) IPBES-IPCC 
CO-SPONSORED WORKSHOP
BIODIVERSITY AND CLIMATE 
CHANGE Scientific outcome



28
東日本大震災の津波被害の後、巨大な防潮堤が建設され、海岸林や砂浜が減少した（宮城県）。 28

防災・減災とNbS



震災前の開発によって失われた種や生態系の復活

環境省生物多様性センター（2013）平成24年度東北地方太平洋沿岸地域自然環境調査等業務報告書 29

後背湿地は
防災減災と同時
に生物多様性に
も貢献していた
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インフラストラクチャーの違いによる効果の比較

The royal Society (2014) Resilience to extreme weather. The Royal Society Science Policy Centre report.

食糧 生計 気候変化の緩和

水供給 生物多様性 複合的な防災・減災

平
均

的
な

効
果

の
大

き
さ

グリーンインフラ

グレーインフラ

ハイブリッド



生態系を活用した防災・減災の特徴

機能 人工物
インフラ

生態系
インフラ

単一機能の確実な発揮
（目的とする機能とその水準の確実性）

◎ △

多機能性
（多くの生態系サービスの同時発揮）

△ ◎

不確実性への順応的な対処
（計画時に予測できない事態への対処の容易さ）

× ○

環境負荷の回避
（材料供給地や周囲の生態系への負荷の少なさ）

× ◎

短期的雇用創出・地域への経済効果 ◎ △

長期的な雇用創出・地域への経済効果 △ ○

日本学術会議提言（2014）「復興･国土強靱化における生態系インフラストラクチャー活用のすすめ」 31



自然を活かした社会資本整備・国土計画

グリーンインフラ (Green Infrastructure)
• 社会資本整備や土地利用などのハード・ソフト両面において自然環境が有する多様な機能を活用

し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくるをするもの

EcoDRR（Ecosystem based Disaster Risk Reduction）
• 生態系のもつ機能を利用し、その持続的管理を通じて防災・減災を行うもの

EbA（Ecosystem based Adaptation）

• 生態系のもつ機能を利用した気候変動に対する適応策

NbS（Nature based Solution）

• 自然環境を保護・復元したり持続的に管理することによって社会課題を解決し、同時に人間や生
物多様性などのコベネフィットを得るアクション
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様々な技術
も紹介され
ている

2020年2017年 33



小笠原奨吾（2023）グリーンインフラを構成する取組・技術. 「ローカルなグリーンインフラの始め方」総合地球環境学研究所Eco-DRRプロジェクト



J-ADRES: 災害からの安全度と生態系サービスから土地利用を総合評価

https://j-adres.chikyu.ac.jp/#evaluation

土地利用総合評価 災害からの安全度 自然の恵みの豊かさ



J-ADRES: シナリオ分析：土地利用総合評価

2010年の状態 2050年
BAU

2050年
土地利用を改善

土地利用や人口分布が現状の傾
向のまま2050年まで変化して
いくと仮定し、2010年の状態
と同じ災害ハザードのもとでの
「災害からの安全度」と「自然
の恵みの豊かさ」を評価

土地の使い方を工夫して災害リ
スクを回避するとともに、自然
の恵みを積極的に活用する将来
（2050年）を想定

https://j-adres.chikyu.ac.jp/#evaluation



J-ADRES: 将来の状態との差

2050年
BAUとの差

2050年
土地利用改善との差

土地利用や人口分布が現状の傾向のまま2050
年まで変化していくと仮定し、2010年の状態
と同じ災害ハザードのもとでの「災害からの安
全度」と「自然の恵みの豊かさ」を評価

土地の使い方を工夫して災害リ
スクを回避するとともに、自然
の恵みを積極的に活用する将来
（2050年）を想定

https://j-adres.chikyu.ac.jp/#evaluation



生態系保全・再生ポテンシャルマップによるEco-DRR
の推進（環境省, 2023） https://www.env.go.jp/press/press_01389.html



どうやってマップを作るか



グリーン
インフラ
を支援する
制度の紹介
（1）

各省庁
省庁以外
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グリーンインフラを支援する制度の紹介 (2)
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日本の農業における送粉サービスの経済価値

• 約4700億円（日本の耕種農業産出額の8.3％）に相当

• そのうち70％は、野生送粉者が提供している
国立研究開発法人農業環境技術研究所（2016）
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国際的には
持続可能な
農業が大き
な流れ

43農林水産省資料



農業技術だ
けでなく

経済も意識
した戦略





生物多様性に
配慮した林業

石油代替素材
としての木材



企業の
サプライ
チェーンや
消費行動との
結びつき

社会変革



健康とNbS：人獣共通感染症の発生要因と分布

Keesing et al. (2010) Nature 468, 647-652.

土地利用変化 農業の集約化 食品産業の変化
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エボラ出血熱の発生・流行地域

49
Olivero et al. (2017) Recent loss of closed forests is associated with Ebola virus 
disease Outbreaks. Scientific Report 7: 14291. DOI:10.1038/s41598-017-14727-9

時間・空間
パターン

森林の減少

環境条件

森林が減少している地域で
発生・流行が多い



Johnson CK, et. Al., 2020 Global shifts in mammalian population trends reveal key predictors of 
virus spillover risk. Proc. R. Soc. B 287: 20192736. http://dx.doi.org/10.1098/rspb.2019.2736

人間に感染するウィルスの相互関係
類人猿

動物食動物

げっ歯類

コウモリ

有蹄類

家畜動物

その他の動物

ウィルス



All the Biomass on Earth in One Massive Visualization (visualcapitalist.com)

バクテリア

菌類

動物
植物

ウィルス
原生生物古菌類

海の節足動物

環形動物

魚類

陸の節足動物

軟体動物

家畜類

刺胞動物

線虫類
人類

野生の哺乳類 野生の鳥類

地球上の生物を全部重さで計ったら…
ヒトと家畜で哺乳類の96％！

51

https://www.visualcapitalist.com/all-the-biomass-of-earth-in-one-graphic/?fbclid=IwAR3OHa1Ve5-z4j-F2OxZsiqtPgZTjUsZp_L4jf-X6YVeN70YiScUjkxnezw&fs=e&s=cl


One Health
人・動物・環境の健康は
つながっている

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000012.000028344.html 52



森林と健康の関係を明らかにするエビデンスの例

（公社）国土緑化推進機構・（株）さとゆめ「森林サービス産業」



教育とNbS：幼児教育と森林

54

既存園の卒園児（1,382
名）と「森のようちえん」
卒園児（146名）を比較
山口美和・酒井真由子ら
「幼児期の経験がレジリエ
ンスと自尊感情に及ぼす影
響―『森のようちえん』の
卒園児に注目して―」『上
越教育大学研究紀要40』
(2021)

森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク「「森と自然を活用した保育・幼児教育」のススメ」より



森林サービス産業の可能性
波及する経済効果は結構大きい可能性がある



https://www.elgaronline.com/edcollbook-oa/book/9781800376762/9781800376762.xml?result=1&rskey=ltm7Ia

PART I 
NATURE-BASED SOLUTIONS 
FOR WHAT AND FOR WHOM?

PART II 
THE NATURE OF NATURE-
BASED SOLUTIONS
（生物多様性）

PART III 
THE MULTIPLE BENEFITS OF
NATURE-BASED SOLUTIONS
（熱、水、健康）

PART IV 
NATURE-BASED SOLUTIONS 
GOVERNANCE, PLANNING, 
AND VALUE
（制度、計画、地図化）

PART V 
ENGAGING ART AND DESIGN 
FOR AND WITH NATURE-
BASED SOLUTIONS
（アート、デザイン）

2023年8月出版のオープンアクセス本

https://www.elgaronline.com/edcollbook
https://www.elgaronline.com/edcollbook-oa/book/9781800376762/9781800376762.xml?result=1&rskey=ltm7Ia
https://www.elgaronline.com/edcollbook-oa/book/9781800376762/9781800376762.xml?result=1&rskey=ltm7Ia


NbSの考え方

生物多様性や生態系は多面的な機能を持ち、その機能を利用して社
会問題の解決をめざす

気候変動、防災減災、農業、健康、教育、経済などでNbS が注目さ
れてきたが、まだ不十分な分野も少なくない

グリーンインフラに関しては、さまざまな制度が整備されつつある

企業活動でも、自然（生物多様性・生態系）に関する情報開示とそ
れに基づくファイナンスのしくみを通じてNbSが進みつつある

57



経済と生物多様性：
Dasgupta Review （2021）

Headline Messages
 私たちの経済、生計、well-being はすべて 最も貴重

な資産（自然）に依存している。

……..

 問題解決は、あるシンプルな真実を理解することから

始まる：私たちの経済が自然の中に埋め込まれたもの

であり、そのシステムの外にあるものではないこと

……..

 私たちの考え方、行動、判断基準を変える必要がある。

とくにファイナンスと教育のシステムを将来世代のた

めに

Citation: Dasgupta, P. (2021), The Economics of 
Biodiversity: The Dasgupta Review. (London: HM Treasury)
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包括的富（新国富）
Inclusive wealth

国や地域の豊かさを、GDPではなく、資本の大きさ
で総合的に評価

 人工資本
 人的資本
 自然資本

59



ビジネスの機会
Ｘ 10憶＄

従事者
Ｘ 100万人

食糧・土地・
海洋の利用

インフラ・建設 エネルギー・採掘
2030年における

自然の危機が経済を脅かす



2030年までに必要とさ
れる資金をどこからひね
り出せるのか？

補助金の整理・拡充

＋

新たな資金源

61
Deutz, A., Heal, G. M., Niu, R., Swanson, E., Townshend, T., Zhu, L., Delmar, A., Meghji, A., Sethi, S. A., and Tobin-de la Puente, J. 2020. Financing Nature: 
Closing the global biodiversity financing gap. The Paulson Institute, The Nature Conservancy, and the Cornell Atkinson Center for Sustainability. 

2030年までの生物多様性に関する資金の増加予想

農業の補助金

林業の補助金

水産業の補助金

持続可能な調達

ODA

NbSとカーボン

国内の予算と税制

グリーンファイナンス

自然のインフラ

生物多様性オフセット



62

Note: The dark blue bars 
indicate the midpoint 
estimate and the light blue 
vertical lines the 
uncertainty range. Source: 
Vivid Economics.

UNEP(2020） The State of Finance for Nature in the G20. Leading by example to close the investment gap

 The G20 countries invested $120 billion in 
nature-based solutions in 2020, according to 
the State of Finance for Nature in G20 report.

 But future global investment needs to 
increase four-fold by 2050, equalling a yearly 
total of more than $536 billion to meet net 
zero targets.

 As G20 countries' investments account for 
about 40% of this total, they need to provide 
an extra $165 billion by 2050.

NbSに対する民間融資

農林水産業

水・土地・資源

汚染対策

生物多様性

環境政策

NbS全体



www.cdp.net | @CDP

投資家の権限を活用し企業行動を推進

投資家

企業

権限

回答

情報

質問書

開示は、研究開発への投資を促し、

資金と創造的なアプローチを動機付

けるための強力な方法です。

Ali Zaidi, former Associate Director, White House 

Office of Management and Budget
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TNFD自然関連リスクと機会管理・情報開示フレームワークベータ版v0.1   2022年3月

①Locate ②Evaluate                              ③Assess                               ④Prepare

自然関連リスクと機会の管理のための統合的評価プロセス
（ TNFD LEAP）



出典：THE FUTURE OF NATURE AND BUSINESS（2020 年、世界経済フォーラム）の FIGURE E3 をもとに環境省作成



EU デューデリジェンス

 「EU 森林破壊防止のデュー・ディリジェンス義務化に関する規則」
（2023 年6月29日発効）

 商品作物用農地の拡大に伴う世界的な森林破壊や劣化防止を目的

 EU 域内に供給される、あるいはEU から輸出される商品作物に関し、
森林破壊によって開発された農地で生産されていないこと（＝森林破
壊ゼロ “Deforestation-Free”）を確認するためのデュー・ディリ
ジェンスが求められる。

 対象となる商品作物は、パーム油、牛肉、木材、コーヒー、カカオ豆、
大豆、及び、対象産品を原料とする皮革、チョコレート、家具などの
派生製品

 「国際的な人権と森林破壊に対する最前線の擁護者である先住民族の
権利を尊重すること」についても言及。



Moran & Kanemoto (2017) Identifying species threat hotspots from global supply chains. Nature Ecology and evolution 1, DOI: 10.1038/s41559-016-0023 | www.nature.com/natecolevol

消費活動の影響を地理的に評価

絶滅危惧種約
7,000 種について、
種毎の分布情報と
生産から最終的な
消費までのサプラ
イチェーンの分析
により、日本の消
費が影響を与えて
いる場所を重ね合
わせて地図化した
もの。影響が高い
ほど陸域では濃い
紫色で､海域では黄
色で着色されてお
り、日本の消費が､
主に東南アジアの
種を絶滅の危機に
さらしていること
が示されている。
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農作物の種類ごとに生物多様性に対するインパクトも想定できる



環境省「令和５年度地域におけるESG金融促進事業」
における支援先金融機関

日刊工業新聞 2023年4月14日 5面 https://www.env.go.jp/press/press_01811.html



持続可能な生産に関係する認証制度

熱帯地域の農園の認証

パーム油の認証

森林認証

牛肉 大豆（米国）
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グリーンボンド
（環境債）

• 自治体の環境政策に資金
を調達する方法

• 人気が高く、すぐ売り切
れる

• NbSや生物多様性保全な
どを対象としたグリーン
ボンドも

• 共同発行でハードルが低
くなる



行動変容に関する取り組みも行
われているが…

The Economist Intelligence Unit (2021)

持続可能な商品を選ぶ割合



生物多様性問題と経済

経済は基本的に自然資本依存で、自然資本の持続可能な利用が必
須である

企業活動でも、自然（生物多様性・生態系）に関する情報開示と
それに基づくファイナンスのしくみが進みつつある

NbSやOECMを経済的メカニズムと結び付ける

一般市民の行動を変えるためには、主流化が足りない。そのため
にNature という語は有効かも

企業の社会貢献の位置づけと役割も再考する必要があるかも



https://www.nacsj.or.jp/2022/12/33091/

• 2022年の6－10月にウェブサイト

• 全国の「既存の保護区ではないが民間によ
り保全活動がなされている場所」や「保全
活動は無いが結果的に自然環境が維持され
ている場所」など潜在的なOECM候補地の
情報をアンケート。

• それぞれの候補地（サイト）について、土
地利用や土地所有、自然環境の概況などを
質問

• 全国38都道府県、121市町村（全1,718
市町村の7%）から206件の回答

ネイチャーポジティブ自治体の認定を目指す



自然共生サイト登録候補地の実態



地域戦略の特徴的な項目

生物多様性地域戦略のレビュー（環境省2017）

どんな点で特徴を出しているか
都道府県・政令市・市区町村で見ると

都道府県は一次産業・
バイオマスエネルギー

都道府県は地産地消



基礎自治体を超えたスケールで戦略を策定
小さな自治体では担当者が少ない（専門的知識をもつ者がいない）
NbSや経済的メカニズムを考えると、単独の自治体で考えるよりも効果的な場合がある



モニタリングへの参加

https://www.nacsj.or.jp/activities/guardians/moni1000/



都市部と農村部のパートナーシップ

環境省資料

日刊工業新聞 2023年8月4日 26面



地方自治体のとりくみ

生物多様性地域戦略を地域総合計画の中にきちんと位置付ける

NbSを利用して他の部署との事業との共同

地域における経済メカニズム導入の可能性

スケールの問題（地域戦略、経済的メカニズムや制度の利用

パートナーシップ（制度、効果）
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